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音
楽

評
論
家

業
界
で
も
屈
指
の
コ
ン
サ
ー
ト
ゴ
ア
ー
、
日
本
津
々
浦
々
、
世
界
も
股
に

か
け
た
弾
丸
ト
ラ
び
フ
ー
、
東
条
碩
夫
の
内
外
コ
ン
サ
ー
ト
高
速
サ
ー
チ
。

一
読
で
わ
か
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
現
場
。

警↑
轟
鼈
彦

作
「外
套
≒
修
道
女
ア
ン
ジ
エ
リ
カ
Ｌ
ジ

ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」
を
２３
年
ぶ
り
に

一
挙
上
演
．
３
作
を
相
互
に
関
連
さ
せ

た
イ
メ
ー
ジ
で
仕
上
げ
た
ダ
ミ
ア
ー
ノ
・

ミ
キ
エ
レ
ッ
ト
の
演
出
と
フ
ァ
ン
テ
イ

ン
の
舞
台
装
置
が
洒
落
て
い
る
。
同

一

歌
手
が
２
つ
の
作
品
で
歌

い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
格
の
共
通
性
も
し
く
は

「裏
と

表
」
、
あ
る
い
は
運
命

の
巡
り
合
わ
せ

と
い
っ
た
も
の
を
描
こ
う
と
す
る
手
法

も
面
白

い
。
ジ
ョ
ル
ジ

ェ
ツ
タ
と
ア
ン

ジ

ェ
リ
カ
の
２
役
を
歌
い
演
じ
た
文
屋

小
百
合
が
光

っ
て
い
た
。
ベ
ル
ト
ラ
ン
・

ド

・
ビ
リ
ー
指
揮
東
京
フ
ィ
ル
も
好
演

）^

東
京
三
期
会
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
は
近
年
の
傑
作
だ
ろ
う

（新
目
立
劇

場
）
。夜

は
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
山
田

和
樹
指
揮
日
本
フ
ィ
ル
の
シ
ー
ズ
ン
開

幕
定
期
を
聴
く
。
三
善
晃
の

「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
」
（
ソ
ロ
は
萩
原
麻
未
）
、
ス
ト

コ
フ
ス
キ
ー
編
曲
に
よ
る
デ
ュ
カ
ス
の

「
魔
法
使

い
の
弟
子
」
、
デ
ュ
テ
ィ
ユ
ー

の
「交
響
曲
第
２
番
〈
ル
・ド
ゥ
ー
ブ
ル
と

な
ど
。
財
政
的
に
苦
し
い
自
主
運
営
オ

ケ
が
こ
れ
だ
け
意
欲
的
な
プ
ロ
を
組
む

の
だ
か
ら
、
見
上
げ
た
も
の
だ
。

８
日
（土
）

ト
ン

・
コ
ー
プ
マ
ン
が
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム

・
バ
ロ
ッ
ク
管
と
合
唱
団
を
指
揮

し
て
バ
ッ
ハ
の
「
口
短
調
ミ
サ
」
を
上
演
。

深
味
は
あ
る
が
、
不
思
議
に
集
中
性
に

不
足
し
た
演
奏
。
台
風
２‐
号
に
よ
る
旅

程
変
更
ゆ
え
の
疲
れ
で
も
？

（ト
リ
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）
ｃ

９
日
（日
）

飯
森
範
親
指
揮
の
東
京
響
が
、
ス
ト

ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
３
大
バ
レ
エ

「
火

の
鳥
」
（組
曲
版
）、
「
ペ
ト
ル
ー
シ
ュ
カ
」

「春
の
祭
典
」
を

一
挙
演
奏
。
力
感
に
富

む
熱
演

（ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
ヽ

‐４
日
（金
）

新
日
本
フ
イ
ル
も
上
岡
敏
之
の
指
揮

す
る
Ｒ

・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

・
プ
ロ
で
シ

ー
ズ
ン
を
開
幕
し
た
。
「ド
ン
・フ
ア
ン
」
、

「
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
」
（
ソ
ロ
は
古
部
賢

こ
、
「
テ
ィ
ル

・
オ
イ
レ
ン
シ
ユ
ピ
ー
ゲ

ル
の
愉
快
な
い
た
ず
ら
」
に

「
死
と
変

容
」
。
上
岡
の
極
め
付
き
の
プ
ロ
と
い
つ

べ
く
、
特
に
後
半
の
２
曲
の
演
奏
は
絶

品
だ
っ
た

（ト
リ
フ
オ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）。

‐５
日
（土
）

高
関
健
の
指
揮
す
る
東
京
シ
テ
ィ

・

フ
ィ
ル
が
、
ラ
ヴ
ェ
ル
の

「
ス
ベ
イ
ン
の

時
」
を
演
奏
会
形
式
で
上
演

（オ
ペ
ラ

シ
テ
ィ
）ｃ
半
田
美
和
子
、
樋
日
達
哉
ら

の
好
演
を
含
め
、
高
関
の
極
め
て
劇
的

な
音
楽
づ
く
り
が
こ
の
作
品
を
面
白
く

聴
か
せ
、
成
功
を
収
め
て
い
た
こ

‐６
日
（日
）
、
‐７
日
（月
）

１１
月
の
「
第
１０
回
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催
に
先
立
ち
、
過
去
の

優
勝
者

（最
高
位
入
賞
者
を
含
む
）計
６

人
が
コ
ン
チ
エ
ル
ト
を
弾
く
と
い
う
一豪

華
な
演
奏
会
が
開
か
れ
た

（
ア
ク
ト
シ

テ
ィ
浜
松
）
。
出
演
し
た
の
は
コ
ブ
リ
ン
、

ガ
ジ
エ
ヴ
、
バ
ツ
ク
ス
、
ゴ
ル
ラ
ッ
チ
、

ラ
シ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ガ
ヴ
リ
リ
ユ
ク
。

浜
松
の
聴
衆
に

「
わ
れ
わ
れ
の
街
が
生

ん
だ
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
」
を
応
援
す
る
の

だ
と
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
の
は

素
晴
ら
し
い
。
協
演
は
山
下

一
史
指
揮

の
東
京
響
で
、
ソ
リ
ス
ト
た
ち
各
々
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
く
合
わ
せ
て
い
た
。

‐８
日
⌒火
）

日
本
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
協
会
の
例
会
で
、

ジ
ョ
ス
。
フ
ア
ン
・
イ
ン
マ
ゼ
ー
ル
が
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ
タ
や
ロ
ン
ド
や
メ
ヌ

エ
ッ
ト
な
ど
を
弾

い
た
。
遅
い
テ
ン
ポ

の
連
続
、
暗
い
音
色
、
沈
潜
の
極
み
。
既

に
昔
の
イ
ン
マ
ゼ
ー
ル
と
は
全
く
違
う
。

だ
が
イ
ン
マ
ゼ
ー
ル
は
、
締
め
括
り
の
ソ

ナ
タ
の
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
で
俄
然
牙
を

剥
い
た

（東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
）
。

２‐
日
（金
）、
２８
日
（金
）

カ
ン
ブ
ル
ラ
ン
が
常
任
指
揮
者
と
し

て
読
売
日
響
を
振
る
の
も
あ
と
わ
ず

か
。
そ
れ
を
惜
し
む
フ
ア
ン
が
詰
め
か

け
、
演
奏
者
た
ち
も
全
力
で
快
演
を
披

露
。
コ
ー
ス
ト
ヴ
ェ
ッ
ト
校
訂
版
に
よ

る
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
「
第
４
交
響
曲
」
、

Ｇ
・
Ｆ
・
ハ
ー
ス
の
「静
物
」
な
ど
珍
し
い

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
（サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）
。

２２
日
（土
）

ひ
ろ
し
ま
オ
ペ
ラ
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の

公
演
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「イ
ド
メ
ネ
オ
」

を
、
日
帰
り
で
観
に
行
く
。
岩
田
達
宗

の
演
出
。
八
木
寿
子
、
小
林
良
子
、
小
玉

友
里
花
ら
が
出
演
。
下
野
竜
也
の
指
揮

す
る
広
島
響
も
い
い
演
奏
を
聴
か
せ
て

く
れ
た

（ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
）
。

２３
日
（日
）

ス
ダ
ー
ン
が
東
京
響
を
指
揮
、
ハ
イ

ド
ン
の
「軍
隊
」
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
エ
ン
の

「
田
園
」
を
演
奏
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

引
き
締
ま
っ
た
、
一
分
の
隙
も
な
い
構
築

の
ス
ダ
ー
ン
節
を
聴

い
た
感
。
「
田
園
」

で
の
凝

っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
精
緻
な
音
構

築
は
い
つ
も
な
が
ら
見
事
だ

↑
ヽヽ
ュ
ー

ザ
川
崎
）
。

２４
日
（月
）、
２５
日
（火
）、
２９
日
（土
）

サ
イ
モ
ン
・
ラ
ト
ル
と
ロ
ン
ド
ン
響
の

日
本
公
演
。
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
「
不

安
の
時
代
」
、
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
で
ン
ン

フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
」
、
ヘ
レ
ン
・
グ
ラ
イ
ム
の

新
作

「織
り
成
さ
れ
た
空
間
」
、
マ
ー
ラ

ー
の
「
９
器
邑
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
「
５
器
こ

な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
し

て
行

っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
響
を
指
揮
す
る

ラ
ト
ル
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
イ
ル
時
代
と

違

い
、
伸
び
伸
び
と
し
た
解
放
感
を
そ

の
演
奏
に
漂
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
彼
は
新
し
い
自
由
な
時
代
を

取
り
戻
し
た
よ
う
だ

（サ
ン
ト
リ
ー
ホ

ー
ル
）
。

２７
日
（木
）

ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
ル
イ
サ
ダ
の
演

・奏
す
る
シ
ョ
パ
ン
の
「
マ
ズ
ル
カ
集
」
と
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
ソ
ナ
タ
第
２‐
番
」
を

聴
く
。
シ
ャ
ー
プ
だ
け
れ
ど
も
ア
ナ
ロ

グ
的
な
感
性
と
音
を
持

っ
た
演
奏
は
、

や
は
り
好
い
（ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
）
。

３
日
（月
）

サ
カ
リ

。
オ
ラ
モ
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム

・
フ
ィ
ル
と
来
日
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の

「運
命
」
、
マ
ー
ラ
ー
の

「巨
人
」
と

い
う
超
豪
腕
プ
ロ
だ
が
、
や
は
り
後
者

で
の
巨
大
な
絵
巻
物
を
繰
り
広
げ
る
よ

う
な
演
奏
が
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
愉
し
か

っ
た
。
パ
ワ
フ
ル
な
ホ
ル
ン
群
を
含
め
、

オ
ケ
も
巧
い

（サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）。

６
日
（木
）
　
　
　
　
　
　
ｏ

池
田
香
織
、
金
子
美
香
ら
が
歌
う
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
簡
易
型
上
演

（？
↓
の
シ

リ
ー
ズ
、
「
わ
」
の
会
コ
ン
サ
ー
ト
の
第

５
回
は
、
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
と

「
マ

イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
な
ど
か
ら
の
抜

粋
。
い
つ
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
を
ピ

ア
ノ
で
表
情
豊
か
に
、
し
か
も
疲
れ
も

見
せ
ず
に
弾
い
て
く
れ
る
木
下
志
津
子

を
讃
え
た
い

（調
布
市
く
す
の
き
ホ
ー

ル
）。

７
日
（金
）

東
京
二
期
会
が
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
３
部

巡
、
ま
↑

ユ
一一・ロ
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